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平
素
は
本
会
の
発
展
の
た
め
献
身
的
な
ご
協
力
と
格
別
な
る
ご
厚
情
を
賜
り
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
巳
年
で
す
が
、
元
来
十
二
支
は
古
代
中
国
の
思
想
が
起
源
で
、
も
と
も
と
は

動
物
で
は
な
く
四
季
折
々
に
よ
っ
て
変
化
す
る
植
物
の
成
長
状
態
を
表
現
し
た
言
葉
が

変
化
し
て
漢
字
の
音
や
音
韻
が
似
た
動
物
を
当
て
は
め
た
と
い
う
説
が
あ
り
、
巳
の
原

義
は
〝
シ
〟、〝
止
む
〟
と
読
ま
れ
植
物
の
成
長
盛
隆
が
極
限
に
達
し
た
様
を
表
現
す
る

意
味
が
あ
り
ま
す
。
元
来
中
国
古
代
史
文
化
に
お
け
る
言
葉
は
象
形
文
字
が
そ
の
根
幹

に
な
っ
て
お
り
巳
は
胎
児
の
姿
を
表
し
、
過
去
か
ら
脱
皮
し
て
変
化
す
る
と
い
う
意
味

も
あ
る
よ
う
で
す
。
巳
は
動
物
に
当
て
は
め
る
と
蛇
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
自
然
神

の
神
格
と
な
り
古
代
信
仰
の
対
象
と
し
て
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
十
二
支
の

歴
史
的
所
以
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
過
去
が
あ
っ
て
現
在
、
未
来
が
あ
り
、
そ
の

因
果
関
係
は
複
雑
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
。
な
ら
ば
巳
年
の
歴
史
で
日
本
と
本
会

に
と
っ
て
何
が
起
き
た
か
少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
六
四
五
年　

大
化
の
改
新
、

一
一
八
五
年　

平
家
が
壇
ノ
浦
で
滅
亡
、
一
六
○
五
年　

徳
川
家
康
が
秀
忠
に
将
軍
を

命
じ
て
天
下
統
一
、一
九
○
五
年　

日
露
戦
争
の
勝
利
、
一
九
一
七
年　

第
一
次
世
界

大
戦
参
戦
、
一
九
四
一
年　

太
平
洋
戦
争
突
入
、
一
九
五
三
年　

朝
鮮
戦
争
終
結
と
大

野
熊
雄
初
代
会
長
が
大
日
本
武
徳
会
任
意
団
体
設
立
、
一
九
六
五
年　

武
徳
会
ア
メ
リ

カ
支
部
設
立
、
一
九
八
九
年　

昭
和
天
皇
崩
御
、
平
成
時
代
の
始
ま
り
、
二
○
○
一
年　

二
十
一
世
紀
の
始
ま
り
、
カ
ナ
ダ
武
徳
祭
、
二
○
一
三
年　

本
会
が
法
人
化
し
て
一
年

目
に
日
英
同
盟
百
十
周
年
記
念
で
英
国
武
徳
祭
を
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
と
い
っ
た
よ
う
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

二
○
二
五
年
は
本
会
創
立
百
三
十
周
年
で
第
七
回
世
界
武
徳
祭
を
開
催
、
太
平
洋
戦

争
終
結
八
十
周
年
で
世
界
平
和
祈
願
碑
を
京
都
武
道
セ
ン
タ
ー
に
設
置
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
武
徳
の
価
値
観
と
日
本
伝
統
武
道
の
世
界
的
祭
典
と
し
て
位
置
づ
け
る
、
と
い
う
企

画
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
今
後
は
米
国
大
統
領
の
ト
ラ
ン
プ
イ
ズ
ム
再
来
で
排
他
的
な
世
界
秩

序
の
変
革
、
分
断
、
矛
盾
、
混
乱
が
予
測
さ
れ
、
同
時
に
巳
年
は
多
様
な
意
味
で
世
界

的
に
大
き
な
社
会
変
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
人
類
の
持
て
る
者
と
持
た
ざ
る
者
の
格
差

も
一
段
と
深
刻
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
に
よ
る
科
学
技
術
革
命
が
一
段

と
加
速
し
人
間
性
の
尊
厳
が
脅
か
さ
れ
る
時
代
が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に

巳
年
は
過
去
の
例
を
紐
解
い
て
み
た
時
、
二
○
○
一
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
の
よ
う
に
予
期
せ
ぬ
恐
怖
や
紛
争
や
変
革
が
押
し
寄
せ
た
事
実
も
あ
り
、
世
界
を
揺

る
が
す
同
様
の
事
件
・
事
故
・
天
災
な
ど
の
事
態
も
想
定
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
決
断

と
選
択
が
迫
ら
れ
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
変
動
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い
た
め
に
は

自
ら
が
先
を
と
っ
て
自
然
体
で
変
化
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
巳
年
は
脱
皮
を

繰
り
返
し
て
成
長
す
る
蛇
の
ご
と
く
へ
こ
た
れ
な
い
再
生
を
意
味
す
る
吉
兆
で
も
あ
り

ま
す
。
即
ち
次
へ
の
成
長
を
待
っ
て
力
量
を
準
備
し
て
い
る
状
態
を
示
し
ま
す
。
植
物

が
著
し
く
伸
び
切
っ
た
成
長
を
さ
ら
に
次
の
段
階
に
持
ち
上
げ
る
た
め
の
臥
薪
嘗
胆
挑

戦
の
時
期
で
す
。
過
去
の
失
敗
、
失
策
、
挫
折
や
反
省
を
も
と
に
し
て
新
た
な
再
生
、

成
長
に
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
機
会
に
な
る
こ
と
、
我
々
が
恐
れ
ず
情
熱
的
に
勇
気
を

も
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
で
新
し
い
活
路
を
見
出
す
年
に
な
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は

お
れ
ま
せ
ん
。

私
達
が
最
も
期
待
す
る
の
は
本
会
の
主
催
行
事
と
後
援
行
事
が
全
て
無
事
成
功
裡
に

終
わ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
輝
か
し
い
成
果
を
貴
重
な
礎
と
し
て
会
員
の
皆
様
に
次
へ

の
希
望
の
力
と
な
る
こ
と
で
す
。
私
達
は
伝
統
武
道
の
保
存
継
承
を
掲
げ
て
内
外
の
同

志
と
力
を
合
わ
せ
百
三
十
年
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
ご
高
名
な
先

達
の
先
生
方
が
残
さ
れ
た
武
徳
の
精
神
と
誇
り
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
に
は

す
べ
て
の
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
協
力
と
ご
理
解
が
必
要
で
す
の
で
何
卒
ご
厚
情
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
と
未
来
の
本
会
の
発
展
を
切
に
祈
り
ま
す
。

新
年
の
期
待
と
希
望
代
表
理
事

　濱
田

　鉄
心
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第
十
二
回
定
時
社
員
総
会
　
及
び

第
十
六
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会

日
時　

令
和
七
年
一
月
十
九
日
（
日
）

場
所　

京
都
東
急
ホ
テ
ル

5 春季号



第
十
二
回
定
時
社
員
総
会
の
報
告

令
和
七
年
一
月
十
九
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
京
都
東
急
ホ
テ
ル
祇
園
の
間
に
お
い
て
一
般

社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
第
十
二
回
定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
正
社
員
は
委
任
状

提
出
者
六
十
五
名
を
含
む
八
十
七
名
に
よ
り
定
時
社
員
総
会
は
成
立
し
た
。
一
般
社
団
法
人
法

に
則
り
本
会
定
款
と
内
規
に
従
っ
て
左
記
の
通
り
報
告
事
項
並
び
に
決
議
承
認
事
項
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

第
一
号
議
案　
　

二
〇
二
四
年
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
の
件

（
二
〇
二
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
二
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
二
号
議
案　
　

二
〇
二
四
年
会
計
監
査
報
告
の
件

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
三
号
議
案　
　

二
〇
二
五
年
主
催
事
業
計
画
の
件

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
四
号
議
案　
　

二
〇
二
五
年
収
支
予
算
書
の
件

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
五
号
議
案　
　

役
員
選
出
承
認
の
件

理
事
選
任

濱
田
博
之
（
鉄
心
）、
竹
田
豊
、
上
村
雅
彦
、
中
田
浩
大
、
藤
井
正
巳
、

山
田
文
典
の
六
名
が
再
任
さ
れ
た

新
し
く
松
村
則
夫
が
理
事
に
選
任
さ
れ
た

渡
邊
佳
代
子
は
退
任
し
た

監
事
選
任

坂
本
俊
一
、
平
松
男
が
再
任
さ
れ
た

第
六
号
議
案　
　

新
役
員
就
任
挨
拶
の
件

新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
員
か
ら
就
任
の
挨
拶
が
さ
れ
た

第
七
号
議
案　
　

�

第
十
六
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
の
具
体
的
な
内
容
が
各
担
当
委
員
か
ら

さ
れ
た

第
八
号
議
案　
　

�

二
〇
二
五
年
創
立
百
三
十
周
年
記
念
主
催
事
業
及
び
後
援
事
業
に
つ
い
て

報
告
が
さ
れ
た

第
九
号
議
案　
　

内
規
改
正
報
告
事
項
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た

第
十
号
議
案　
　

組
織
統
制
委
員
会
及
び
理
事
会
の
決
議
報
告
の
件

国
際
部
規
約
違
反
及
び
内
規
施
行
規
則
違
反
に
よ
り
国
際
部
正
会
員
一
名
、

内
規
施
行
規
則
違
反
に
よ
り
正
会
員
二
名
の
処
分
結
果
と
そ
の
処
分
理
由

が
報
告
さ
れ
た

そ
の
他
、
会
報
編
集
報
告
、
ピ
ー
ス
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
世
界
平
和
祈
願
碑
の
趣
旨
説
明
及
び
設

置
概
要
、
今
後
の
全
国
武
徳
祭
の
広
報
や
世
界
武
徳
祭
の
実
施
に
か
か
る
改
正
方
針
等
が
述
べ

ら
れ
た

以
上　

一
般
社
団
法
人　

大
日
本
武
徳
会　
　

理
事　

山
田　

文
典
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三
、
上
村
表
彰
委
員
長

・
表
彰
物
品
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
明
確
な
表
記
・
管
理

・
進
行
と
の
連
携
を
徹
底
す
る

四
、
平
進
行
副
委
員
長

・
入
退
場
要
領
を
明
確
に
説
明
す
る

・
配
置
と
武
具
の
確
認

・
全
体
の
流
れ
の
早
期
把
握

検
討
会
の
後
小
休
止
を
挟
み
、
塩
田
事
務
局
長
か
ら
二
〇
二
五
年
度
本
部
主
催
行
事
に
つ
い

て
発
表
が
あ
り
、
特
に
四
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
世
界
大
会
前
後
の
行
事
に
関
す
る

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
濱
田
鉄
心
委
員
長
か
ら
「
今
後
、
世
間
に
開
か
れ
た
武
徳
会
を
目
指
す
べ

く
、
来
年
の
全
国
武
徳
祭
を
如
何
に
、
ま
た
ど
の
程
度
一
般
公
開
す
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た

い
の
で
、
各
武
道
執
行
専
門
員
が
中
心
と
な
り
真
剣
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
将
来
に
つ

な
が
る
指
示
・
説
明
が
あ
り
、
国
旗
・
武
徳
会
旗
に
対
す
る
礼
で
、
閉
会
し
ま
し
た
。

私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
。
今
回
の
武
道
執
行
専
門
委
員
会
は
、
時
間
が
足
り
な
い
ほ
ど
熱
心

な
検
討
会
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
今
後
の
武
道
執
行
専
門
委
員
会
の
課
題
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
、
大
き
な
意
味
の
あ
っ
た
委
員
会
で
あ
り
ま
し
た
。

以　

上　

令
和
七
年
一
月
十
九
日
、
京
都
東
急
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
第
十
二
回
定
時
社
員
総
会
に
先
立

ち
、
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
第
十
六
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
が
同
ホ
テ
ル
「
鞍
馬
の

間
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
濱
田
鉄
心
武
道
執
行
専
門
委
員
会
委
員
長
以
下
二
十
四
人
が
参
加
し
、
午
前
十

時
、
進
行
役
の
山
田
先
生
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

国
旗
・
武
徳
会
旗
に
対
す
る
礼
の
後
、
ま
ず
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
示
さ
れ
た
議

題
に
従
っ
て
委
員
会
は
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
挨
拶
で
は
、
濱
田
鉄
心
委
員
長
か
ら
「
世
界
大
会
で
は
五
百
人
近
い
人
が
武
徳
殿
に

集
ま
り
、ま
た
周
囲
に
は
観
光
客
も
多
い
の
で
、ル
ー
ル
を
守
る
た
め
に
如
何
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
す
る
か
が
肝
要
」
と
の
言
葉
が
あ
り
、
更
に
「
進
行
委
員
は
統
制
・
秩
序
あ
る
動
き
と

連
携
に
つ
い
て
、
管
理
委
員
は
外
部
か
ら
の
写
真
撮
影
な
ど
す
べ
て
の
領
域
に
如
何
に
目
を
光

ら
せ
る
か
に
つ
い
て
、
検
証
委
員
は
無
事
・
安
全
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
と
有
事
の
際
の
対
応
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
ほ
し
い
。」
旨
の
検
討
会
の
協
議
項
目
が
示
さ
れ
、

そ
の
後
各
委
員
会
に
分
か
れ
て
問
題
点
な
ど
の
検
討
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
一
時
間
の
活
発
な
検
討
協
議
の
後
、
各
委
員
長
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
竹
田
検
証
委
員
長

・
ガ
ム
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、
着
物
の
乱
れ
等
、
服
装
・
風
紀
上
の
乱
れ
を
な
く
す

・
有
事
の
際
、
全
員
を
止
め
る
か
の
判
断
は
本
部
で
決
め
て
指
示
す
る

・
交
代
時
間
の
厳
守

二
、
山
田
管
理
委
員
長

・
参
加
者
、
特
に
招
聘
団
体
に
対
し
、
事
前
に
厳
粛
な
姿
勢
を
保
つ
よ
う
徹
底
す
る

・
外
国
人
に
も
分
か
る
よ
う
、
目
立
つ
よ
う
な
注
意
喚
起
を
ど
う
す
る
か

・
無
線
機
な
ど
を
活
用
し
、
階
段
の
下
を
最
終
防
衛
ラ
イ
ン
と
し
て
規
制
し
て
い
く

第
十
六
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
の

　
　
開
催
結
果
報
告

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会

監
事

坂
本　

俊
一
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第12回  定 時 社 員 総 会
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第16回 武道執行専門委員会

10春季号



懇　親　会
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創立129周年記念
嚴島神社奉納
古武道演武大会

日　時：令和６年９月８日（日）
　　　　　　　　　　　午前10時30分〜
場　所：嚴島神社「祓殿」
主　催：一般社団法人　大日本武徳会
後　援： 広島県教育委員会
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大　　会　　次　　第

◎ 嚴島神社本殿拝殿において祈願　午前10時30分より

玉 串 拝 礼 濱 田 鉄 心

◆◆◆　開　　会　　式　◆◆◆

司会進行　大会進行委員長 藤 井 正 巳

① 開 会 宣 言 検 証 委 員 長 竹 田 　 豊
② 開 会 挨 拶 大  会  委  員  長 濱 田 鉄 心

③ 大 会 祝 辞 来 賓
元広島県議会議長
広 島 県 議 会 議 員
桧 山 俊 宏

④ 演 武 上 の 注 意 管 理 運 営 委 員 長 山 田 文 典
⑤ 祓 い の 儀 居 合 道 　 範 士 八 段 伊 藤 　 學

◆◆◆　演　　　　　武　◆◆◆

＊時間の都合上、演武時間は入退場を含め７分以内とする。

◆◆◆　閉　　会　　式　◆◆◆

① 納 め の 儀 居 合 道 　 範 士 八 段 山 田 文 典
② 講 評 検 証 委 員 長 竹 田 　 豊
③ 閉 会 挨 拶 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心
④ 閉 会 宣 言 管 理 運 営 副 委 員 長 坂 本 俊 一

　 　

午前11時



令
和
六
年
九
月
八
日　

広
島
県
宮
島
の
嚴
島
神
社
国
宝
「
祓
殿
」
に
お
い
て
、
大
日
本
武
徳

会
創
立
百
二
十
九
周
年
記
念
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
に
あ
た
っ
て
は
代
表
理
事
濱
田
鉄
心
先
生
が
自
ら
陣
頭
指
揮
を
と
ら
れ
、
ま
た
ご
来

賓
と
し
て
広
島
県
議
会
議
員
桧
山
俊
宏
先
生
と
株
式
会
社
マ
ル
ニ
木
工
の
山
中
好
文
相
談
役
に

ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
嚴
島
神
社
の
野
坂
宮
司
、
広
島
県
教
育
委
員
会
を
始
め

と
す
る
関
係
各
位
に
は
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、丸
一
年
の
様
々
な
調
整
・

準
備
を
経
て
、
大
会
開
催
の
日
を
迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
は
神
社
側
と
折
衝
を
重
ね
、
山
田
理
事
に
よ
る
事
前
現
場
確
認
と
神
社
側
と

の
直
接
協
議
、
数
名
の
管
理
運
営
委
員
に
よ
る
前
日
現
場
確
認
な
ど
、
入
念
に
準
備
を
重
ね
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
は
百
名
以
上
に
上
り
、
青
少
年
も
含
め
て
盛
大
に

大
会
の
開
催
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

九
月
八
日
午
前
八
時
三
十
分
、
快
晴
の
中
、
開
門
と
と
も
に
続
々
と
演
武
者
が
会
場
入
り
し
、

午
前
十
時
三
十
分
、
嚴
島
神
社
「
拝
殿
」
に
お
い
て
伝
統
的
で
厳
か
な
祈
願
参
拝
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
演
武
者
は
全
員
隣
の
「
祓
殿
」
に
移
動
・
整
列
し
、
写
真
撮
影
の
後
、
午
前
十
一

時
か
ら
開
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
竹
田
理
事
に
よ
る
開
会
宣
言
の
後
、
濱
田
代
表

理
事
に
よ
る
開
会
挨
拶
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
の
桧
山
先
生
の
ご
挨
拶
、
山
田
理
事
に
よ
る
演

武
上
の
注
意
が
順
次
行
わ
れ
、
最
後
に
伊
藤
學
先
生
に
よ
る
祓
い
の
儀
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

祓
い
の
儀
の
後
、奉
納
演
武
が
開
始
さ
れ
、ま
ず
は
青
少
年
に
よ
る
居
合
道
や
空
手
道
の
清
々

し
い
演
武
が
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
は
大
人
を
中
心
と
し
た
居
合
道
、
空
手
道
、
合
気

道
、
剣
術
、
古
武
道
、
體
術
、
合
気
柔
術
、
巻
藁
試
斬
等
の
演
武
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
外
国
人
を
交
え
た
一
般
の
観
光
客
や
参
拝
客
が
見
守
る
中
、
ま
た
会
場
の
都
合
で
大

き
な
気
合
を
発
す
る
こ
と
が
抑
制
さ
れ
る
と
い
う
条
件
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
演
武
者
は

大
日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
九
周
年
記
念

嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
　
実
施
結
果
報
告

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会

監
事

坂
本　

俊
一

そ
の
気
合
を
内
に
秘
め
、
素
晴
ら
し
い
演
武
を
奉
納
い
た
し
ま
し
た
。

演
武
の
進
行
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
途
中
演
武
者
は
適
宜
の
休
憩
と
昼

食
を
と
り
つ
つ
休
憩
場
所
と
拝
殿
を
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
管
理
運
営
に
当
た
っ
た
担
当

者
の
隠
れ
た
努
力
も
あ
り
一
般
参
拝
客
と
の
目
立
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
予
定
時
間
よ
り
少

し
早
め
の
午
後
二
時
三
〇
分
頃
す
べ
て
の
演
武
が
滞
り
な
く
終
了
し
、
山
田
理
事
に
よ
る
納
の

儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
閉
会
式
が
執
り
行
わ
れ
、
竹
田
理
事
に
よ
る
講
評
、
濱
田
代
表
理
事
に
よ
る
閉
会

の
挨
拶
の
後
、
坂
本
監
事
に
よ
る
閉
会
宣
言
に
よ
り
、
す
べ
て
の
大
会
行
事
が
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
演
武
会
場
で
あ
る
「
祓
殿
」
周
囲
を
一
般
の
参
拝
客
が
自
由
に
移
動
す
る
中

で
の
演
武
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
き
な
気
合
の
禁
止
が
事
前
通
達
さ
れ
、
ま
た
世
界
遺
産
で
あ

る
建
物
自
体
に
傷
を
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
が
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
条
件

の
下
で
の
奉
納
演
武
大
会
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
演
武
者
は
そ
れ
ら
の
規
則
に
対
し
て
極
力
努

力
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
大
会
を
通
じ
て
演
武
者
の
目
付
、
残
心
な
ど
静
な
る
気
合
の
籠
っ

た
素
晴
ら
し
い
演
武
の
連
続
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
嚴
島
神
社
奉
納
演
武
大
会
は
本
部
主
催
と
し
て
初
め
て
実
施
さ
れ
た
大
会
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
大
会
の
反
省
点
を
十
分
に
抽
出
・
検
討
し
、
次
回
の
大
会
を
更
に
有
意
義
な
大

会
に
す
べ
く
役
員
、
担
当
者
一
同
一
層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
書
面
を
お
借
り
し
て
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
や
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

16春季号

ご協賛及びお祝金をいただいた個人及び団体（順不同）

御礼の御挨拶
創立129周年記念嚴島神社奉納古武道演武大会

も皆様の多大なる御協力と御支援によりお陰様
で無事盛大裡に終了いたしました。

ありがとうございました。厚く御礼申し上げ
ます。

一般社団法人 大日本武徳会

大　会　参　与

御　芳　名
濱 　 田 　 鉄 　 心 様
竹 　 田 　 　 　 豊 様
山 　 本 　 楠 　 城 様
山 　 田 　 文 　 典 様
市 　 村 　 　 　 章 様
藤 　 本 　 准 　 三 様
伊 　 藤 　 　 　 學 様
北 　 川 　 　 　 茂 様
田 　 中 　 悠 　 樹 様
坂 　 本 　 俊 　 一 様
石 　 本 　 一 　 平 様
松 道 流 松 栄 館 様
西 　 村 　 義 　 行 様
中 　 野 　 秀 　 人 様
正守和道塾　上村雅彦 様
村 　 山 　 盛 　 哲 様
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九
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。嚴

島
神
社
と
い
う
歴
史
あ
る
場
所
に
お
い
て
居
合
の
演
武
が
で
き
た
こ
と
は
、
武
術
に
邁
進

す
る
私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。特
に
、海
外
か
ら
の
方
々

を
前
に
演
武
す
る
と
い
う
機
会
が
今
ま
で
な
く
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
日
頃
の
稽
古
の
成

果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
一
振
り
一
振
り
に
魂
を
込
め
て
演
武
し
、
最
後
ま
で
や
り
終
え
た
時
に

は
す
ご
い
大
き
な
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
方
の
演
武
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
術
や
流
派
が
持
つ
特
徴
や
力
強
さ
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身
の
課
題
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
も
稽
古
に

て
技
を
磨
き
続
け
て
い
き
、
先
生
方
の
よ
う
な
力
強
く
、
美
し
い
居
合
を
し
た
い
と
強
く
想
い
、

稽
古
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
糧
に
、
よ
り
一
層
精
進
し
、
武
術
家
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
国
宝
、
そ
し
て
世
界
遺
産
で
も
あ
る
嚴
島
神
社
の
祓
殿
で
演
武
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ

と
に
、
畏
敬
の
念
を
抱
き
つ
つ
臨
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。�

当
日
は
、
汗
が
止
ま
ら
な
い
ほ
ど
残
暑
が
厳
し
い
日
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
番
に

な
り
祓
殿
に
入
る
と
暑
さ
を
忘
れ
る
程
の
緊
張
の
中
、
無
事
に
演
武
を
終
え
る
事
が
出
来
き
、

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。�

ま
た
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
演
武
の
準
備
な
ど
い
つ
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
国
宝
・
世
界
遺
産
「
嚴
島
神
社
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、「
創
立
百
二
十
九

周
年
記
念　

嚴
島
神
社
奉
納　

古
武
道
演
武
大
会
」
に
参
加
す
る
こ
と
が
叶
い
、
光
栄
の
至
り

に
存
じ
ま
す
。
本
大
会
の
開
催
に
向
け
て
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会

　
　
祈
り
の
場
所
で
の
演
武

弓
刀
錬
心
舘
道
場　

師
範
代

浦
上　

則
國

嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
の
感
想

北
陸
連
盟
修
童
館

戸
田　

赳
朗

創
立
百
二
十
九
周
年
記
念

　
　
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
て

素
心
流
居
合
抜
刀
術

国
廣　

清
孝

今
回
私
は
、
虚
心
流
居
合
剣
法
の
組
太
刀
の
演
武
と
共
に
大
会
検
証
委
員
の
御
役
も
い
た
だ

き
、
緊
張
感
を
も
っ
て
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
海
か
ら
の
風
が
心
地
よ
く
吹
き
抜
け
る
「
祓
殿
」
に
は
、
多
く
の
参
拝

者
や
観
光
客
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
周
り
の
目
も
気
に
な
ら
な
い
程
、
厳
粛
な
空

気
が
そ
の
場
所
に
は
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

神
社
の
境
内
、
そ
れ
も
本
殿
（
拝
殿
）
の
眼
前
に
あ
る
祓
殿
で
の
演
武
で
あ
り
、
他
の
場
所

と
は
異
な
る
配
慮
が
必
要
と
な
る
た
め
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
推
古
天
皇
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
て
以
来
、
一
四
〇
〇
年
以
上
も
の
間
、
祈
り
の
場
所
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
こ
の
場
所
で

演
武
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
こ
と
が
、
大
変
な
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
思
い
を
胸

に
、
稽
古
に
励
ん
で
行
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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初
め
て
伺
っ
た
嚴
島
神
社
が
、
武
徳
会
で
の
神
前
奉
納
武
術
披
露
と
い
う
事
、
大
変
光
栄
で

し
た
。
武
道
を
通
し
「
心
身
強
く
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
唯
一
無
二
の
「
自
分
を
生
き

る
」
と
い
う
「
自
分
軸
」
を
太
く
し
、天
地
を
結
ぶ
人
「
天
人
地
」
と
し
て
神
の
前
で
日
頃
培
っ

た
成
果
を
お
見
せ
で
き
る
こ
と
は
、
魂
の
成
長
を
お
見
せ
出
来
る
機
会
と
し
て
、
心
か
ら
の
誉

で
す
。
こ
う
い
う
機
会
を
頂
け
る
こ
と
で
、
今
後
の
向
上
意
欲
を
持
ち
帰
り
、
今
後
も
一
層
稽

古
に
励
み
た
い
と
思
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
の
土
産
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
の
度
、
創
立
百
二
十
九
周
年
記
念
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
伝
統
あ
る
嚴
島
神
社
祓
殿
に
お
い
て
、
代
表
理
事
濱
田
鉄
心
先
生
や
大
会
役
員
の
先
生

方
、
本
大
会
に
参
加
さ
れ
た
各
団
体
の
先
生
方
に
加
え
て
、
多
く
の
一
般
参
拝
者
が
ご
覧
に
な

ら
れ
て
い
る
中
で
演
武
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
修
練
を
重
ね
て
い
く
上
で
、
大
変
意
義

の
あ
る
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

本
大
会
で
は
管
理
運
営
委
員
の
役
も
仰
せ
つ
か
り
、
大
会
の
円
滑
な
運
営
と
事
故
防
止
、
秩

序
維
持
に
努
め
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
の
参
拝
者
も
多
く
、
言
葉
が
伝
わ
ら
な
い
中
、

身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が
ら
、
演
武
を
見
学
さ
れ
る
方
に
よ
っ
て
通
行
が
妨
げ
ら
れ
、
参
拝

創
立
百
二
十
九
周
年
記
念
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
大
会
は
、
海
上
に
建
つ
大
鳥
居
か
ら
海
を

渡
っ
て
祓
殿
、
拝
殿
、
幣
殿
、
本
殿
と
配
置
さ
れ
る
嚴
島
神
社
の
「
祓
殿
」
に
お
い
て
古
武
道

演
武
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。　
　

世
界
遺
産
で
あ
る
嚴
島
神
社
に
て
、
松
道
流
護
身
武
道
松
栄
館
は
演
武
を
奉
納
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
は
当
流
に
お
い
て
大
き
な
出
来
事
で
あ
り
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
大
会
は
、
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
本
部
に
よ
る
第
一
回
目
の

開
催
で
、
こ
の
大
会
に
自
流
の
體
術
の
基
本
技
、
天
之
巻
上
段
之
位
十
二
本
を
奉
納
い
た
し
ま

し
た
。
初
め
て
参
加
す
る
門
人
と
の
演
武
は
、
新
鮮
で
あ
り
、
予
期
せ
ぬ
本
物
の
技
の
出
現
で

ヒ
ヤ
リ
と
す
る
場
面
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
演
武
を
終
わ
っ
て
み
る
と
充
実
感
に
浸
っ
て
お
り

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
各
流
各
派
の
皆
さ
ま
の
活
気
と
迫
力
あ
る
演
武
を
拝
見
し
、
我
々
の
心
に
も
新

た
な
情
熱
が
灯
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
て

天
然
理
心
流

竹
内　

裕
美

創
立
百
二
十
九
周
年
記
念

　
　
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
て

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

小
中　

祐
治

創
立
百
二
十
九
周
年
記
念

　
　
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
大
会
に
参
加
し
て

松
道
流
護
身
武
道
松
栄
館

野
川　

栄
一
相
久

者
に
ご
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
、
ス
ム
ー
ズ
な
誘
導
を
心
掛
け
ま
し
た
。

結
果
、
大
き
な
問
題
も
な
く
無
事
任
務
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
管

理
運
営
委
員
の
任
務
を
通
し
て
、
組
織
や
大
会
運
営
に
お
け
る
個
々
の
役
割
の
重
要
性
・
必
要

性
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
自
身
の
修
練
や
各
種
演
武
会
へ
参
加
だ
け
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
大
会
運
営
に

も
携
わ
る
こ
と
で
、
自
己
の
成
長
を
図
り
、
日
本
伝
統
武
道
と
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会

の
発
展
に
貢
献
す
べ
く
、
更
に
高
い
レ
ベ
ル
の
武
道
家
を
目
指
し
、
日
々
精
進
を
重
ね
て
参
り

ま
す
。
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こ
の
度
、
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
の
大
会
に

参
加
し
て
以
来
で
す
の
で
、
十
一
年
ぶ
り
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

当
日
の
天
気
は
晴
れ
。
海
か
ら
風
が
吹
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
祓
殿
は
、
少
し
暑
さ
が
和

ら
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

演
武
を
観
て
、
青
少
年
た
ち
が
、
元
気
よ
く
、
大
き
な
声
で
、
演
武
し
て
い
た
こ
と
が
、
格

好
良
く
て
、
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

私
自
身
の
演
武
は
、
遅
速
・
緩
急
・
強
弱
の
あ
る
体
の
動
き
及
び
剣
運
。
身
体
に
気
力
を
充

実
さ
せ
た
残
心
。
そ
し
て
格
調
高
き
品
位
と
風
格
の
あ
る
演
武
を
心
掛
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
大
会
の
役
員
の
方
々
に
は
、
暑
い
中
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世
界
遺
産
の
嚴
島
神
社
で
の
本
部
に
お
け
る
第
一
回
目
の
奉
納
演
武
大
会
と
い
う
貴
重
な
機

会
を
与
え
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
個
人
と
致
し
ま
し
て
は
、
第
六
十
二
回
全
国
武
徳
祭
に
続
き
二
回
目
の
演
武
と
な
り
ま
す

が
、
一
緒
に
演
武
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
当
会
先
生
や
先
輩
に
遠
く
及
ば
ず
ま
だ
ま
だ
心
身
の
鍛

錬
や
技
が
不
十
分
で
合
気
要
素
の
薄
い
柔
術
主
体
の
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
心
を
込
め

て
演
武
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
普
段
で
は
拝
見
す
る
こ
と
も
叶
わ
な
い
団
体
流
派
の
異
な
り
ま

大
日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
九
周
年
記
念　

嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
盛
会
に
開

催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
、
管
理
運
営
委
員
長
の
大
任
を
仰
せ
つ
か
り
、
諸
先
生
、
参
加
皆
様
の
ご
協
力

の
お
陰
で
事
故
な
く
目
的
を
達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

開
催
当
日
は
、
前
週
に
大
型
台
風
が
西
日
本
を
迷
走
し
、
通
過
後
の
猛
暑
が
戻
っ
た
厳
し
い

環
境
と
な
り
ま
し
た
が
、
時
折
、
爽
や
か
な
潮
風
が
会
場
を
吹
き
抜
け
る
心
地
よ
さ
も
感
じ
ら

れ
、
本
部
先
生
方
の
す
ば
ら
し
い
演
武
が
繰
り
広
げ
ら
れ
心
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

創
立
百
二
十
九
周
年
記
念

　
　
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
て

百
錬
会　

日
新
館

川
村　

幸
一

創
立
百
二
十
九
周
年
記
念

　
　
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
て

一
般
財
団
法
人
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会

中
村　

充
伸

嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
を
終
え
て

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会　

理
事

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会　

総
師
範

山
田　

文
典

当
初
は
、
時
期
的
に
も
参
加
者
が
少
な

い
の
で
は
と
心
配
い
た
し
ま
し
た
が
ご
当

地
広
島
は
も
と
よ
り
日
本
各
地
か
ら
遠
路

ご
参
加
賜
り
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

本
会
が
主
催
す
る
大
会
と
な
り
管
理
運

営
面
で
は
、
予
想
を
遙
か
に
上
回
る
参
拝

客
が
あ
り
、
会
場
周
辺
で
の
混
雑
防
止
に

奔
走
し
た
り
、
厳
粛
な
会
場
で
の
秩
序
維

持
に
も
課
題
の
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
心
配
し
た
暑
さ
に
よ
る

気
分
不
良
や
、
演
武
者
の
負
傷
事
案
な
く

無
事
終
了
し
た
こ
と
と
安
堵
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
成
功
の
勢
い
を
来
年
開
催
さ
れ
る

第
七
回
世
界
武
徳
祭
へ
向
け
る
大
き
な
意

義
あ
る
大
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大会終了後、当会参加剣士と大鳥居を背にして
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こ
の
度
は
、
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
九
周
年
記
念
嚴
島
神
社
奉
納
古
武

道
演
武
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
嚴
島
神
社

国
宝
「
祓
殿
」
に
お
い
て
演
武
を
行
う
と
い
う
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

荘
厳
な
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
様
々

な
流
派
の
演
武
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
流
派
の
垣
根
を

越
え
て
交
流
す
る
こ
と
で
、
貴
重
な
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
外
国
の
方
々
が
大
変
熱
心
に
演
武
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古
武
道
は

日
本
の
誇
れ
る
文
化
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
古
武
道
の
奥
深
さ
を
国
外

に
も
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、大
日
本
武
徳
会
の
一
層
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、結
び
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
動
き
の
遅
い
台
風
十

創
立
百
二
十
九
周
年
記
念

　
　
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
て

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

荒
木　

咲
紀

創
立
百
二
十
九
周
年
記
念

　
　
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
て

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

村
上　

貴
美

す
各
先
生
方
の
日
頃
の
研
鑽
と
鍛
錬
が
こ
も
っ
た
気
迫
溢
れ
ま
す
演
武
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
、

改
め
て
自
身
の
未
熟
さ
を
痛
感
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
継
承
の
強
い
思
い
を
胸
に
今
後
と
も
一

層
稽
古
に
精
進
し
続
け
て
い
く
と
の
思
い
を
深
く
致
し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

号
に
よ
り
大
会
に
影
響
が
生
じ
な
い
か
と
心
配
な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
心

配
は
杞
憂
に
終
わ
り
、
ま
た
当
日
は
晴
天
に
加
え
て
海
か
ら
の
心
地
よ
い
風
も
あ
り
、
素
晴
ら

し
い
天
候
と
な
り
ま
し
た
。
申
し
分
の
な
い
天
候
の
も
と
、
国
宝
で
あ
る
嚴
島
神
社
で
の
演
武

大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
で
き
れ

ば
と
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
演
武
に
臨
み
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
は
出
来
ず
、
益
々
稽
古
に

励
ま
ね
ば
と
の
思
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
武
道
、
流
派
の
先
生
方
の
、
漲

る
活
力
、
静
寂
を
感
じ
る
立
ち
居
振
る
舞
い
、
圧
倒
さ
れ
そ
う
な
気
迫
を
感
じ
る
演
武
を
間
近

で
拝
見
し
、
古
武
道
の
精
神
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
回
感
じ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
稽
古
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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第32回
平安神宮奉納
古武道演武大会

日　時：令和６年10月27日（日）
　　　　　　　　　　　午前10時30分〜
場　所：平安神宮「額殿」
主　催：一般社団法人　大日本武徳会
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大　　会　　次　　第

◎平安神宮祈願参拝 午前10時30分より
玉　串　拝　礼 濱 田 鉄 心

◆◆◆　開　　会　　式　◆◆◆

司会進行　大会進行委員長 中 田 浩 大

① 開 会 宣 言 大 会 進 行 委 員 長 中 田 浩 大

② 開 会 挨 拶 大 会 副 委 員 長 竹 田 　 豊

③ 演 武 上 の 注 意 大 会 検 証 委 員 長 山 田 文 典

④ 祓 い の 儀 居合道　教士七段 石 本 一 平

◆◆◆　演　　　　　武　◆◆◆
＊ 時間の都合上、演武時間は７分以内とする。 

試斬り並びに弓術・古武術も７分以内とします。

◆◆◆　閉　　会　　式　◆◆◆

① 納 め の 儀 居合道　教士七段 松 村 則 夫

② 講 評 大会進行副委員長 上 村 雅 彦

③ 閉 会 挨 拶 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心

④ 閉 会 宣 言 大 会 進 行 委 員 長 中 田 浩 大

午前11時
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御礼の御挨拶
第32回平安神宮奉納古武道演武大会も皆様の多大なる御協力と

御支援によりお陰様で無事盛大裡に終了いたしました。
ありがとうございました。厚く御礼申し上げます。

一般社団法人 大日本武徳会

大　会　参　与

ご協賛及びお祝金をいただいた個人及び団体（順不同）
御　芳　名 御　芳　名

濱田　鉄心　様 竹田　　豊　様
中田　武太　様 山本　楠城　様
坂本　俊一　様 石本　一平　様
伊藤　　學　様 松道流松栄館　様
山田　文典　様 中野　秀人　様
小松　秀敏　様 平林　裕蔵　様
北川　　茂　様 大阪修武会　様
渡邊　　勉　様 村山　盛哲　様
樋口　友視　様 山川　　正　様
田中　悠樹　様 上村雅彦　正守和道塾　様
神和会　様

令
和
六
年
十
月
二
十
七
日　

京
都
平
安
神
宮
「
額
殿
」
に
お
い
て
、
第
三
十
二
回
平
安
神
宮

奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
来
年
度
実
施
の
第
七
回
世
界
武
徳
祭
ま
で
で
最
後
の
本
会
主
催
行
事
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
過
去
三
十
一
回
の
大
会
歴
を
誇
る
本
大
会
で
は
あ
る
も
の
の
、
大
会
関
係

者
及
び
参
加
者
一
同
が
こ
れ
に
奢
る
こ
と
な
く
、
基
本
に
立
ち
返
り
且
つ
謙
虚
な
姿
勢
で
臨
ん

だ
大
会
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
部
分
部
分
の
反
省
事
項
は
散
見
さ
れ
た
も
の
の
、
大
会
進
行
も

概
ね
ス
ム
ー
ズ
に
推
移
し
、
ま
た
大
き
な
事
案
や
問
題
も
発
生
を
見
ず
、
各
参
加
者
に
あ
っ
て

も
非
常
に
緊
張
感
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
演
武
を
披
露
さ
れ
、
総
じ
て
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

大
会
に
先
立
ち
、
平
安
神
宮
本
殿
に
お
い
て
祈
願
参
拝
が
実
施
さ
れ
、
午
前
十
時
五
十
分
こ

ろ
に
額
殿
前
で
写
真
撮
影
の
後
、
午
前
十
一
時
、
定
刻
ど
お
り
開
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
は
、
大
会
進
行
委
員
長
の
中
田
理
事
の
司
会
で
進
行
し
、
ま
ず
本
殿
及
び
国
旗
・
武

徳
会
旗
に
対
し
て
礼
を
し
た
後
、
大
会
副
委
員
長
の
竹
田
理
事
に
よ
る
開
会
挨
拶
、
大
会
検
証

委
員
長
の
山
田
理
事
に
よ
る
演
武
上
の
注
意
が
あ
り
、
最
後
に
大
会
進
行
副
委
員
長
の
上
村
理

事
ら
に
よ
る
礼
式
の
具
体
的
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
礼
式
の
説
明
に
よ
り
そ
の
後
の
演

武
に
お
け
る
礼
式
が
統
一
さ
れ
、
結
果
、
全
体
と
し
て
非
常
に
締
ま
っ
た
演
武
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
、日
本
古
武
道
直
心
会
の
石
本
一
平
先
生
に
よ
る
流
れ
る
よ
う
な
「
祓
い
の
儀
」

が
執
り
行
わ
れ
、
開
会
式
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

演
武
内
容
は
、
青
少
年
の
演
武
も
含
め
、
礼
式
に
則
っ
た
素
晴
ら
し
い
演
武
の
数
々
で
し
た
。

ま
た
、
演
武
の
時
間
は
各
自
（
各
組
）
そ
れ
ぞ
れ
７
分
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
大

会
に
お
い
て
は
時
間
超
過
す
る
演
武
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
演
武
の
順
番
を
入
れ
替
え
る
よ
う

な
問
題
や
怪
我
な
ど
の
特
異
事
案
も
発
生
せ
ず
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
こ
と
か
ら
、
予
定
よ
り

三
十
分
近
く
早
く
、
午
後
二
時
三
十
分
に
は
す
べ
て
の
演
武
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
演
武
が
終
了
し
た
後
、
閉
会
式
が
執
り
行
わ
れ
、
ま
ず
理
法
塾
の
松
村
則
夫
先
生

に
よ
る
気
合
の
籠
っ
た
「
納
め
の
儀
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
同
整
列
し
、
上
村
理

事
に
よ
る
講
評
、
大
会
委
員
長
の
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
に
よ
る
閉
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
本
殿
、

国
旗
・
武
徳
会
旗
に
対
し
て
礼
を
し
て
、
大
会
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
前
述
の
と
お
り
礼
式
を
事
前
に
具
体
的
に
説
明
し
た
こ
と
か
ら
、
青
少
年
も

含
め
各
々
の
演
武
に
締
ま
り
が
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
更
に
、
検
証
委
員
や
外
周
の
警
戒
に

当
た
っ
た
管
理
委
員
の
皆
さ
ん
も
適
宜
的
確
に
動
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
事
故
な
く
無
事

大
会
を
終
え
た
こ
と
が
何
よ
り
で
し
た
。

こ
の
書
面
を
お
借
り
し
て
、
大
会
前
か
ら
関
係
者
と
の
協
議
や
諸
準
備
で
ご
苦
労
を
掛
け
た

事
務
局
や
検
証
委
員
・
管
理
運
営
委
員
・
進
行
委
員
な
ど
大
会
の
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

皆
様
、
早
朝
か
ら
設
営
に
従
事
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て
大
会
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
す

べ
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
の
世
界
大
会
に
お
い
て
も
、
今
、
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
の
よ
う
に
素
晴
ら

し
い
大
会
が
運
営
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

以　

上　

第
三
十
二
回
　
平
安
神
宮
奉
納

　
　
古
武
道
演
武
大
会
　
実
施
結
果
報
告

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会

監
事

坂
本　

俊
一
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平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
て

誠
道
館
虚
心
流
居
合
剣
法

山
本　
　

勇

第
三
十
二
回
平
安
神
宮
奉
納

　
　
古
武
道
演
武
大
会
参
加
結
果

一
般
財
団
法
人
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会
代
表
理
事

槇
原　

恒
夫

こ
の
度
、
第
三
十
二
回
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
、
お
喜
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
運
営
等
に
当
た
ら
れ
た
代
表
理
事
を
は
じ
め
、
各
本

部
役
員
先
生
方
の
ご
苦
労
と
、
ご
努
力
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
、
微
力
な
が
ら
も
本
大
会
の
管
理
運
営
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
先
生
方
の
全
身
全
霊
で
、
己
の
誠
を
奉
げ
る
演
武
が
続
い
た
見
事
な
大
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
演
武
会
場
周
辺
の
見
学
者
の
姿
勢
や
態
度
も
概
ね
秩
序
正
し
く
感
じ
ら

れ
、
管
理
運
営
委
員
の
一
人
と
し
て
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
る
次
第
で
す
。

た
だ
、
演
武
会
場
が
広
く
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
検
証
委
員
の
指
定
席
の
位
置
が
演
武
者

に
近
接
し
、
や
や
危
険
を
感
じ
ら
れ
た
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
咄
嗟
に
任
務
中
の
検
証
委

員
に
お
声
掛
け
し
ま
し
た
が
、
検
証
委
員
の
先
生
も
流
石
で
、
こ
れ
に
素
早
く
対
応
し
て
お
ら

れ
、
こ
れ
も
日
頃
の
修
練
の
賜
物
で
あ
ろ
う
と
感
じ
ら
れ
る
一
幕
で
あ
り
ま
し
た
。

奉
納
演
武
大
会
は
、
神
様
に
日
頃
培
っ
た
演
武
を
見
て
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
意
味
あ
る
大
会
で
あ
る
と
心
得
ま
す
。
こ
の
栄
え
あ
る
奉
納
演
武
大
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
大
会
を
通
じ
て
日
本
の
伝
統
文
化
を
正
し
く
伝

承
し
て
い
く
大
切
さ
を
、
強
く
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

第
三
十
二
回
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
気
予
報
で
は
前
日
ま
で
雨
模
様
の
予
想
も
あ
り
ま
し
た
の
で
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

幸
に
も
演
武
大
会
に
於
き
ま
し
て
は
秋
晴
れ
と
い
う
模
様
で
し
た
。
平
安
神
宮
様
に
於
か
れ
て

の
演
武
は
当
会
の
者
は
初
め
て
の
事
で
有
り
、
参
加
者
各
位
も
緊
張
も
持
ち
な
が
ら
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
会
の
種
目
は
柔
術
に
属
す
る
合
気
柔
術
と
呼
ば
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

大
東
流
の
流
儀
も
基
本
は
剣
技
の
理
合
か
ら
来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
様
々
な
技
も
た
ど

れ
ば
日
本
刀
を
使
い
こ
な
す
為
の
身
体
作
り
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

合
気
道
と
し
て
世
間
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
流
派
は
戦
後
に
実
際
に
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
植

芝
盛
平
先
生
が
創
始
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
当
会
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会
は
武
田
惣
角
か
ら

直
接
指
導
を
受
け
免
許
皆
伝
者
と
な
っ
た
久
琢
磨
の
弟
子
団
体
で
す
。
当
初
は
久
琢
磨
達
は
植

芝
盛
平
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
そ
の
折
に
は
旭
流
と
か
様
々
に
名
乗
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
武

田
惣
角
か
ら
大
東
流
と
し
て
指
導
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
際
の
基
本
技
に
関
し
て
は
植
芝
盛
平

先
生
か
ら
の
指
導
の
物
で
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
当
会
は
現
代
合
気
道
と
古
流

大
東
流
の
両
方
の
技
を
継
承
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
我
々
は
古
武
道
で
有
る
様
々
な
礼
法
、

所
作
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
技
も
精
神
性
の
高
い
事
も
目
指
し
ま
す
が
そ
れ
が
理
想
論
や

机
上
の
論
理
に
流
れ
な
い
様
に
、
実
際
に
武
と
し
て
通
用
す
る
技
術
を
継
承
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
今
回
も
会
員
に
よ
り
そ
の
様
々
な
技
法
、
関
節
技
、
急
所
技
、
柔
術
技
、
合
気
柔
術
技
を

そ
れ
な
り
に
ご
披
露
出
来
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
武
徳
会
様
の
高
段
者
審
査
会
に
於
か
れ
て
合
気
柔
術
八
段
の
段
位
を
認
定
い

た
だ
き
範
士
八
段
位
を
い
た
だ
き
誠
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
は
こ
の
合
気
柔
術
を

も
っ
て
、
日
本
武
道
の
所
作
、
振
る
舞
い
を
含
め
た
礼
法
な
ど
日
本
人
の
精
神
性
を
伝
え
、
力

に
頼
ら
な
い
近
代
ス
ポ
ー
ツ
と
は
異
な
る
日
本
人
の
知
恵
の
技
術
を
磨
き
後
世
に
継
承
し
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
回
も
様
々
に
お
気
遣
い
い
た
だ
き
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
代
表

理
事
濱
田
鉄
心
先
生
、
会
の
運
営
に
携
わ
れ
た
各
先
生
方
、
事
務
局
の
塩
田
様
、
和
気
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
三
十
二
回
平
安
神
宮
奉
納

　
　
古
武
道
演
武
大
会
を
終
え
て

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
理
事

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会
総
師
範

山
田　

文
典

第
三
十
二
回
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
盛
会
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
、
検
証
運
営
委
員
長
の
大
任
を
仰
せ
つ
か
り
、
諸
先
生
、
参
加
皆
様
の
ご
協

力
の
お
陰
で
事
故
な
く
目
的
を
達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

開
催
当
日
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
強
い
日
差
し
に
暑
さ
を
感
じ
る
晴
天
か
ら
始
ま
り

徐
々
に
湿
気
を
帯
び
た
曇
り
空
に
変
化
す
る
天
候
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
も
忘
れ
さ
せ

る
よ
う
な
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
先
生
方
の
気
迫
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
演
武
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
立
派
な
大
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
礼
式
の
統
一
に
よ
り
厳
格
化
が
増
し
ま
し
た
。

ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
大
会
閉
会
式
の
中
で
、
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
は
、
平
安
神
宮
奉
納
は
、
明
治
の
時
代
に

大
日
本
武
徳
会
が
創
設
の
折
、
最
初
の
演
武
会
が
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
で
あ
っ
た

こ
と
を
引
用
さ
れ
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
の

時
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
百
三
十
年
の
重
み
を

感
じ
る
と
共
に
こ
の
素
晴
ら
し
い
日
本
伝
統
武

道
を
未
来
へ
伝
え
て
い
く
重
責
を
担
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

次
は
い
よ
い
よ
第
七
回
世
界
武
徳
祭
と
な
り

ま
す
。
全
世
界
か
ら
武
道
家
が
結
集
す
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
の
成
功
に
は
、
本
部
先
生
方
、
会
員
皆
様

の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

今
回
の
成
功
の
勢
い
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る

第
七
回
世
界
武
徳
祭
と
関
連
す
る
一
連
行
事
へ

向
け
意
義
あ
る
大
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大会終了後、大会ボランティアに従事してくれた当会
参加剣士と共に

高
段
者
審
査
会　

合
格
者

【
合
気
柔
術
】

八
段

槇

原　

恒

夫

【
居
合
道
】

八
段

石

本　

一

平
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